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「
県
議
会
や
ま
が
た
」
第
39
号

は
、
９
月
定
例
会
の
内
容
を
中
心

に
、
主
に
令
和
４
年
８
月
か
ら
10

月
に
か
け
て
の
議
会
活
動
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
す
。

９
月
16
日
か
ら
10
月
７
日
ま
で

の
22
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、

本
会
議
で
自
由
民
主
党
、
県
政
ク

ラ
ブ
に
よ
る
代
表
質
問
、
４
名
の

議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ

れ
、
さ
ら
に
予
算
特
別
委
員
会
で

の
８
名
の
委
員
に
よ
る
質
疑
や
常

任
委
員
会
で
の
審
査
を
経
た
う
え

で
、
６
月
か
ら
８
月
ま
で
の
豪
雨

被
害
へ
の
対
応
、
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
な
ど
へ
の
対
応
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け

た
対
応
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
令
和

４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
教

育
委
員
会
委
員
の
任
命
な
ど
知
事

提
出
の
37
議
案
に
つ
い
て
可
決
・

同
意
し
ま
し
た
。

請
願
は
５
件
上
程
さ
れ
、
４
件

が
採
択
、
１
件
が
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。

意
見
書
は
４
件
発
議
さ
れ
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
国

会
・
関
係
す
る
省
庁
な
ど
に
提
出

し
た
ほ
か
、
１
件
の
決
議
を
可
決

し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

人
口
減
少
対
策

問	

少
子
化
対
策
の
た
め
、
結
婚

と
家
族
形
成
の
意
義
を
家
庭
や
学

校
で
教
え
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。
ま
た
、
人
口
減
少
対
策
に

取
り
組
む
部
局
横
断
的
な
組
織
を

新
設
し
て
は
ど
う
か
。

答	

県
で
は
、
毎
月
第
三
日
曜
日

を
「
家
庭
の
日
」
と
し
て
家
族
の

絆
の
大
切
さ
な
ど
を
見
つ
め
直
す

運
動
を
推
進
し
て
い
る
ほ
か
、
高

校
生
な
ど
が
結
婚
・
出
産
な
ど
自

分
の
将
来
像
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

や
高
校
教
員
に
対
す
る
そ
の
実
施

方
法
の
伝
達
講
座
を
開
催
し
て
い

る
。
ま
た
、
知
事
を
ト
ッ
プ
と
し

て
部
局
の
垣
根
を
越
え
た
推
進
体

制
で
の
議

論
を
踏
ま

え
、
人
口

減
少
対
策

に
取
り
組

ん
で
い
る
。

県
立
博
物
館
の
整
備
と
移
転

問	

県
立
博
物
館
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
現
状
は
ど
う
か
。
ま
た
、
移
転

整
備
の
今
後
の
進
め
方
は
ど
う
か
。

答	

県
立
博
物
館
で
は
、
令
和
４

年
４
月
か
ら
30
万
点
超
の
収
蔵
資

料
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
化

を
進
め
、
約
23
万
点
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
た
。
今
後
も
未

公
開
資
料
へ
の
対
応
な
ど
そ
の
充

実
を
図
る
。
ま
た
、
県
立
博
物
館

の
移
転
整
備
に
関
し
、
７
月
に
１

回
目
の
有
識
者
懇
談
会
を
開
い
た
。

今
後
、
懇
談
会
を
２
回
程
度
開
き
、

新
た
な
視
点
に
よ
る

意
見
な
ど
を
伺
う
と

と
も
に
、
他
県
の
先

進
事
例
の
収
集
な
ど

を
行
い
、
具
体
的
な

検
討
に
つ
な
げ
て
い

く
。

山
形
県
版
被
災
者
生
活
再
建
支
援

制
度
の
創
設

問	

山
形
県
独
自
の
支
援
制
度
を

一
刻
も
早
く
創
設
し
、
令
和
４
年

８
月
豪
雨
の
被
災
者
を
支
援
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答	

現
行
の
国
の
支
援
制
度
は
、

同
じ
災
害
で
も
適
用
さ
れ
る
市
町

村
に
差
が
出
る
な
ど
の
課
題
が
あ

る
た
め
、
適
用
基
準
の
緩
和
な
ど

を
国
に
要
望
し
て
い
る
。
一
方
、

同
制
度
を
補
完
す
る
県
独
自
支
援

策
の
必
要
性
に
強
い
思
い
を
持
ち
、

そ
の
あ
り
方
の
検
討
を
進
め
て
き

た
。
将
来
の
制
度
創
設
に
向
け
、

市
町
村
と
十
分
協
議
の
上
検
討
す

る
が
、
ま
ず
は
、
県
内
の
被
災
者

に
不
均
衡
が

生
じ
な
い
よ

う
、
必
要
な

予
算
を
令
和

４
年
９
月
定

例
会
中
に
提

案
し
、
対
応

し
て
い
く
。

９
月
補
正
予
算
に
当
た
っ
て
の
知

事
の
所
感

問	

長
引
く
コ
ロ
ナ
の
影
響
な
ど

で
、
県
民
生
活
が
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
あ
る
中
、
ど
ん
な
思
い
や

考
え
で
予
算
を
編
成
し
た
の
か
。

答	

９
月
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、

本
県
が
直
面
し
て
い
る
諸
課
題
に

果
敢
に
取
り
組
む
施
策
や
、
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
将
来
を
見
据

え
た
施
策
に
特
に
重
点
を
置
き
編

成
し
た
。
具
体
的
に
は
、
豪
雨
被

害
へ
の
対
応
、
原
油
価
格
や
物
価

高
騰
へ
の
対
応
な
ど
の
喫
緊
の
課

題
に
対
す
る
取
組
み
を
進
め
て
い

く
ほ
か
、
本
県
へ
の
移
住
を
促
進

す
る
魅
力
発
信
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
再
開
に
向
け
た
対
応
な
ど
未
来

へ
の
投
資
も
し
っ
か
り
行
っ
て
い

く
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
向
け
た

県
の
対
応

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
…

消
費
税
の
軽
減
税
率
導
入
に
伴
う

複
数
税
率
下
に
お
い
て
適
正
な
課
税

を
確
保
す
る
た
め
、
令
和
５
年
10
月

か
ら
導
入
さ
れ
る
制
度
。

導
入
後
は
、
買
手
が
消
費
税
の
仕

入
税
額
控
除
を
行
う
た
め
に
は
、
売

手
が
発
行
す
る
イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格

請
求
書
）
が
必
要
。
制
度
導
入
時
か

ら
事
業
者
が
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す

る
た
め
に
は
、
令
和
５
年
３
月
ま
で

税
務
署
へ
の
登
録
が
必
要
。

問	
事
業
者
へ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
導
入
に
関
す
る
取
組
状
況
と
今

後
の
支
援
は
ど
う
か
。

答	

国
税
庁
な
ど
が
中
心
と
な
り

県
内
事
業
者
へ
の
説
明
会
や
登
録

申
請
相
談
会
を
開
催
し
た
ほ
か
、

商
工
会
や
商
工
会
議
所
が
事
業
者

か
ら
の
個
別
相
談
に
も
応
じ
る
な

ど
、
制
度
の
周
知
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
県
で
は
、
制
度
の
周
知
の
ほ
か
、

制
度
の
導
入
に
伴
う
経
理
事
務
の

複
雑
化
な
ど
を
軽
減
す
る
た
め
、

シ
ス
テ
ム
導
入
へ
の
補
助
を
行
っ

て
デ
ジ
タ
ル
化
を
促
進
す
る
な
ど
、

事
業
者
の
取
組
み
を
強
力
に
支
援

し
て
い
く
。

屋
内
ス
ケ
ー
ト
場
整
備
の
考
え
方

問	

屋
内
ス
ケ
ー
ト
施
設
の
あ
り

方
の
検
討
状
況
と
今
後
の
進
め
方

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
若
者
や
女
性
の
地
元
回

帰
・
定
着
の
観
点
も
含
め
た
検
討

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答	

学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
す

る
「
屋
内
ス
ケ
ー
ト
施
設
あ
り
方

検
討
会
議
」
で
施
設
の
規
模
や
機

能
、
整
備
手
法
な
ど
の
施
設
整
備

の
方
向
性
を
令
和
４
年
度
内
に
取

り
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。
あ
わ

せ
て
、
若
者
や
子
育
て
中
の
女
性

な
ど
の
率
直
な
意
見
を
十
分
に
考

慮
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
地
域

活
性
化
や
本
県
の
魅
力
向
上
に
つ

な
が
る
屋
内
ス
ケ
ー
ト
施
設
の
あ

り
方
に
つ
い
て
し
っ
か
り
検
討
し

て
い
く
。

９
月
定
例
会
の
概
要

代
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小野　幸作 議員
（寒河江市・西村山郡選挙区）
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議
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研
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開
催

・
生
徒
・
学
生
と
の
意
見
交
換
会

を
開
催

・
県
議
会
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
全
国
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等
学
校
総
合
文
化
祭
へ
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出
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（
写
真
部
門
）
を
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介

８月の大雨の被害について関係常任委員会が緊急に現地を調査

８月３日からの豪雨は、県南部を中心に県内各地において、道路、河川、農地な
どに加え、水道や鉄道などのライフラインにも甚大な被害をもたらしました。県議会
では、関係常任委員会が被害状況について緊急に現地調査を行いました。

８月18日、国道121号の道路崩落、
県道長井飯豊線の橋梁

りょう
流出、最上川の溢

いっ

水現場の状況について、米沢市、飯豊
町、大江町の３カ所を調査しました。移
動中にも川西町の道路崩落現場を視察す
るなど、精力的に調査しました。

９月７日、農地への冠水や土砂流入、
農業用水路閉塞やため池決壊などの被害
状況について、天童市、飯豊町、川西
町、米沢市の５カ所の農地・施設を、生
産者や関係者の方々にお話をお聴きしな
がら、精力的に調査しました。

建設常任委員会 農林水産常任委員会



部
活
動
の
地
域
移
行

問	

令
和
５
年
度
か
ら
の
３
年
間

で
、
県
は
部
活
動
の
地
域
移
行
に

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答	

部
活
動
改
革
の
基
本
的
な
考

え
方
を
整
理
し
、
市
町
村
や
学
校

な
ど
と
共
有
し
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
検
討
の
進
め
方
や
留

意
点
な
ど
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
市
町
村
と
と
も
に
作
成
し
、

市
町
村
が
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
部
活
動
改
革
に
具
体
的

に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
し
て
い

く
。

　
ま
た
、
国
の
予
算
の
状
況
を
注

視
し
、
市
町
村
と
連
携
し
て
必
要

な
予
算
を
確
保
し
て
い
く
。

農
業
用
ダ
ム
な
ど
の
農
業
用
施
設

の
維
持
管
理
へ
の
支
援

問	

土
地
改
良
区
の
み
で
は
対
応

が
困
難
な
維
持
管
理
上
の
課
題
に

対
す
る
県
の
支
援
は
ど
う
か
。

答	

上
山
市
の
菖
蒲
川
ダ
ム
で
は
、

県
は
令
和
４
年
度
、
土
地
改
良
区

の
要
望
を
受
け
、
堆
積
土
砂
の
実

態
を
調
査
し
た
。
調
査
の
結
果
、

多
量
の
堆
積
が
確
認
さ
れ
た
場
合

は
、
関
係
機
関
と
協
議
し
て
土
砂

を
し
ゅ
ん
せ
つ
す
る
な
ど
必
要
な

対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
県
で
は
、
今
後
と
も
、
農
業
水

利
施
設
の
管
理
を

担
う
土
地
改
良
区

な
ど
に
対
し
、
必

要
な
支
援
を
行
っ

て
い
く
。

東
北
中
央
自
動
車
道
の
開
通
に
伴

う
新
た
な
圏
域
の
創
造
と
周
辺
地

域
の
活
性
化

問	

東
北
中
央
自
動
車
道
の
開
通

効
果
を
沿
線
地
域
へ
波
及
さ
せ
る

た
め
の
取
組
状
況
は
ど
う
か
。

答	
開
通
効
果
を
最
大
限
に
活
か

し
た
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
追
加
Ｉ
Ｃ
の
設
置
や
接
続
す

る
道
路
の
整
備
な
ど
を
行
っ
て
き

た
。
ま
た
、
国
や
沿
線
自
治
体
と

と
も
に
地
域
活
性
化
協
議
会
を
設

立
し
、
産
業
や
観
光
の
振
興
に
向

け
た
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
き

た
。
県
で
は
、
引
き
続
き
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
な
ど

で
の
情
報
発
信

に
努
め
る
と
と

も
に
、
沿
線
自

治
体
と
連
携
し

取
り
組
ん
で
い

く
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し

た
企
業
の
電
気
料
金
高
騰
対
策

問	

企
業
が
取
り
組
む
電
気
料
金

高
騰
対
策
に
対
し
、
県
は
ど
う
関

わ
っ
て
い
く
の
か
。

答	

企
業
が
貸
し
出
す
屋
根
に
発

電
事
業
者
が
太
陽
光
発
電
設
備
を

設
置
し
、
得
ら
れ
た
電
気
を
長
期

間
、
定
額
料
金
で
当
該
企
業
に
販

売
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
注
目

さ
れ
て
お
り
、
国
が
補
助
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。
企
業
側
は
初
期

費
用
が
不
要
で
、
電
気
料
金
削
減

や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
つ

な
が
る
。
発
電
事
業
者
や
企
業
に

こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
補
助
事

業
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
普
及

に
向
け
た
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
の
影
響

問	

中
小
企
業
な
ど
が
受
け
る
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
の
影
響
を
ど

う
考
え
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答	

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
多
く
の

事
業
者
が
関
係
す
る
消
費
税
制
度

の
改
正
で
あ
る
が
、
小
規
模
事
業

者
な
ど
で
は
事
務
の
複
雑
化
や
負

担
増
を
懸
念
す
る
声
が
あ
る
。
県

で
は
、
中
小
企
業
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

補
助
金
な
ど
で
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

る
経
理
事
務
の
効
率
化
な
ど
を
支

援
し
て
お
り
、
引
き
続
き
商
工
会

議
所
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、

県
内
事
業
者
の
円
滑
な
対
応
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

教
員
不
足
へ
の
対
応

問	

教
員
不
足
の
現
状
を
ど
う
捉

え
、
ど
う
解
決
し
て
い
く
の
か
。

答	

近
年
、
教
員
の
大
量
退
職
に

伴
い
採
用
も
大
幅
に
増
え
て
い
る
。

若
い
世
代
の
教
員
が
増
加
し
、
育

児
休
暇
な
ど
の
取
得
者
が
増
え
、

代
替
教
員
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

教
育
現
場
に
必
要
な
教
員
数
の
配

置
は
学
校
運
営
な
ど
の
面
で
も
重

要
で
あ
り
、
県
で
は
市
町
村
教
育

委
員
会
と
講
師
登
録
の
情
報
を
共

有
す
る
ほ
か
、

退
職
教
員
へ

声
が
け
す
る

な
ど
教
員
免

許
保
有
者
の

掘
り
起
こ
し

を
進
め
、
代

替
教
員
の
確

保
に
努
め
て

い
く
。

飛
島
の
「
特
定
有
人
国
境
離
島
地

域
」
へ
の
追
加
指
定

問	

飛
島
の
追
加
指
定
に
向
け
て

今
後
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答	

「
特
定
有
人
国
境
離
島
地

域
」
は
、
継
続
的
な
居
住
が
可
能

と
な
る
環
境
の
整
備
を
図
る
こ
と

が
そ
の
地
域
社
会
を
維
持
す
る
上

で
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

が
法
律
上
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

飛
島
の
追
加
指
定
は
し
か
る
べ
き

も
の
で
あ
り
、
飛
島
の
若
者
た
ち

が
展
開
す
る
多
彩
な
地
域
振
興
事

業
の
後
押
し
に
な
る
と
考
え
る
。

追
加
指
定
に
つ
い
て
酒
田
市
な
ど

と
連
携
し
て
国
へ
要
望
し
て
い
く
。

洋
上
風
力
発
電
の
導
入
促
進

問	

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の

利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
「
促
進
区
域
」
の
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
庄
内
沖
に
つ
い
て

今
後
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

答	

県
で
は
、
庄
内
沖
の
自
然
的

条
件
が
適
当
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
洋
上
風
力
発
電
の
導
入
促
進
の

取
組
み
を
進
め
て
い
る
。
遊
佐
町

沖
は
有
望
な
区
域
で
あ
り
、
漁
業

関
係
者
や
学
識
経
験
者
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
促
進
区
域
指
定
の
条

件
で
あ
る
法
定
協
議
会
で
の
合
意

に
向
け
着
実
に
協
議
を
進
め
て
い

く
。
ま
た
、

酒
田
市
沖
に

つ
い
て
も
関

係
者
の
理
解

を
得
な
が
ら

協
議
を
進
め

る
。

令
和
４
年
８
月
の
大
雨
被
害

問	

道
路
・
河
川
は
ど
の
よ
う
な

被
害
状
況
で
あ
っ
た
か
。

答	

線
状
降
水
帯
に
よ
る
豪
雨
で
、

置
賜
地
方
を
中
心
に
河
川
で
は
護

岸
損
壊
や
河
岸
浸
食
な
ど
、
道
路

で
は
法
面
の
崩
落
や
道
路
の
流
出
、

橋
梁り

ょ
う流

失
な
ど
の
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
た
。
９
月
時
点
で
の
被
害

は
、
43
河
川
施
設
の
２
７
４
か
所

で
約
２
２
２
億
円
、
39
道
路
施
設

の
１
５
２
か
所
で
約
23
億
円
な
ど
、

計
４
３
７
か
所
で
約
２
５
６
億
円

と
な
っ
て
い
る
。
県
で
は
国
土
交

通
省
や
被
災
市
町
な
ど
と
連
携
し

早
期
復
旧
に
努
め
て
い
く
。

令
和
４
年
８
月
の
大
雨
に
よ
る
農

業
被
害
へ
の
支
援

問	

政
府
の
災
害
復
旧
事
業
の
対

象
外
と
な
る
小
規
模
な
農
業
被
害

へ
の
支
援
を
ど
う
行
う
の
か
。

答	

農
地
や
農
業
用
施
設
、
林
道

な
ど
で
工
事
費
が
40
万
円
未
満
の

被
害
は
政
府
の
災
害
復
旧
事
業
の

対
象
外
で
あ
る
た
め
、
県
単
特
事

業
と
し
て
被
害
の
復
旧
に
対
す
る

支
援
を
行
う
。
ま
た
、
農
林
漁
業

者
が
安
心
し
て
生
産
を
継
続
で
き

る
よ
う
、
病
害
虫
の
ま
ん
延
防
止

に
向
け
た
農
薬
や
種
子
・
苗
木
・

肥
料
な
ど
の
購
入
、
施
設
の
復
旧

や
農
機
具
の
修
理
・
再
取
得
を
支

援
す
る
ほ
か
、
市
町
村
や
Ｊ
Ａ
な

ど
と
連
携
し
て
運
転
資
金
の
無
利

子
融
資
も
実
施
す
る
。

非
常
勤
講
師
の
働
き
方

問	

非
常
勤
講
師
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
任
用
し
、
ど
う
働
い
て

い
た
だ
い
て
い
る
の
か
。

答	

非
常
勤
講
師
に
つ
い
て
は
、

専
門
性
の
高
い
教
科
で
は
授
業
だ

け
を
担
当
す
る
教
員
と
し
て
任
用

し
て
い
る
。
ま
た
、
育
児
休
暇
な

ど
の
代
替
教
員
と
し
て
常
勤
講
師

の
任
用
が
難
し
い
場
合
に
非
常
勤

講
師
を
任
用
し
て
い
る
。
代
替
教

員
の
確
保
は
、
児
童
生
徒
の
学
び

の
確
保
と
教
員
の
休
暇
取
得
の
た

め
に
重
要
で
あ
り
、
講
師
の
確
保

に
努
め
る
と
と
も
に
、
働
き
手
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
弾
力

的
な
任
用
を
進
め
て
い
く
。

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援

問	

医
療
的
ケ
ア
児
に
対
す
る
支

援
の
現
状
と
今
後
の
対
応
は
ど
う

か
。

答	

「
山
形
県
医
療
的
ケ
ア
児
等

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
多

く
の
関
係
者
の
相
談
に
対
応
す
る

と
と
も
に
、
医
療
ケ
ア
を
実
施
で

き
る
人
材
の
養
成
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
医
療
的
ケ
ア
児
に
関
す
る

災
害
時
の
個
別
避
難
計
画
を
作
成

す
る
市
町
村
に
対
し
手
引
き
な
ど

を
作
り
支
援
し
て
い
る
。
引
き
続

き
、
医
療
的
ケ
ア
児
と
そ
の
家
族

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

県議会やまがた 令和４年（2022年）11月発行 ２

予
算
特
別
委
員
会
の　

　
　
　
　
　
質
疑
内
容

自由民主党
遠藤　寛明 議員
（上山市選挙区）

一
般
質
問
か
ら

県政クラブ
菊池大二郎 議員
（村山市選挙区）

日本共産党山形県議団
渡辺ゆり子 議員
（山形市選挙区）

自由民主党
森田　廣 議員

（酒田市・飽海郡選挙区）

県政クラブ
今野美奈子 議員
（鶴岡市選挙区）

自由民主党
相田　光照 議員
（米沢市選挙区）

採
択
し
た
請
願

政務活動費に関する検討結果を議長に報告

新型コロナウイルス感染症対策特別委員会を開催

10月３日、政務活動費等検討委員会
伊藤 重成 委員長から議長に対して、領
収書などのホームページ公開に当たって
の書類の範囲などを取りまとめた、政務
活動費の適正な運用に向けた検討結果に
ついて報告が行われました。

10月26日、新型コロナウイルス感染
症対策特別委員会を開催し、山形大学医
学部附属病院検査部 森兼 啓太 部長か
ら、新型コロナ第７波の状況やウィズコ
ロナ社会に向けての考え方などについて
話をお聞きしました。



水
田
に
お
け
る
農
作
物
の
作
付
転

換
に
向
け
た
取
組
み

問	

主
食
用
米
の
生
産
及
び
作
付

転
換
を
今
後
ど
う
進
め
て
い
く
の

か
。

答	

主
食
用
米
全
体
の
作
付
面
積

は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
一
方
で
転

換
作
物
は
、
国
の
助
成
制
度
を
活

用
し
、
飼
料
用
米
や
大
豆
な
ど
で

作
付
の
拡
大
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
県
で
は
、
今
後
も
需
給
バ
ラ
ン

ス
の
維
持
に
配
慮
し
な
が
ら
、
需

要
に
応
じ
た
主
食
用
米
の
生
産
を

推
進
し
て
い
く
。
大
豆
な
ど
へ
の

作
付
転
換
に
つ
い
て
も
、
生
産
性

向
上
に
必
要
な
団
地
化
や
機
械
な

ど
の
導
入
に
対
す
る
支
援
、
品
質

確
保
に
向
け
た
技
術
指
導
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
後
遺
症
が
あ
る
方

へ
の
ケ
ア

問	

後
遺
症
に
苦
し
む
県
民
を
ど

の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
か
。

答	

令
和
４
年
９
月
、「
コ
ロ
ナ

後
遺
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
、
看
護
師
が
相
談
に
応
じ
る

体
制
を
構
築
し
た
。
さ
ら
に
、
県

医
師
会
な
ど
の
協
力
の
下
、
診
療

内
容
に
応
じ
、
県
内
85
診
療
所
と

７
基
幹
病
院
が
連
携
し
て
診
療
を

行
う
体
制
を
構
築
し
た
。

　
今
後
も
、
県
内
医
療
機
関
の
後

遺
症
へ
の
対
応
力
向
上
を
図
る
な

ど
、
相
談
・

診
療
体
制
の

充
実
に
向
け

て
、
県
医
師

会
な
ど
と
連

携
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

低
出
生
体
重
児
の
保
護
者
に
対
す

る
支
援

問	

母
子
健
康
手
帳
の
副
読
本
と

し
て
、
本
県
で
も
「
リ
ト
ル
ベ

ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
※
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。

答	
国
で
は
母
子
健
康
手
帳
を
改

訂
中
で
あ
り
、
中
間
報
告
で
は
障

が
い
の
あ
る
子
ど
も
、
外
国
籍
の

子
ど
も
、
低
出
生
体
重
児
な
ど
多

様
性
に
配
慮
し
た
情
報
を
盛
り
込

む
こ
と
が
適
当
と
さ
れ
た
。
低
出

生
体
重
児
だ
け
で
な
く
、
赤
ち
ゃ

ん
の
多
様
性
に
配
慮
し
た
情
報
提

供
の
充
実
が
重
要
で
あ
り
、
本
県

版
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
は
、
そ

の
改
訂
内
容
を
注
視
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

※
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
…

低
出
生
体
重
児
の
保
護
者
向
け
の

母
子
手
帳
で
静
岡
県
、
福
島
県
な

ど
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
東
北
公
益
文
科
大
学
に
関

す
る
取
組
み

問	

大
学
の
公
立
化
に
向
け
た
機

能
強
化
や
卒
業
生
の
地
元
定
着
に

関
す
る
取
組
状
況
は
ど
う
か
。

答	

在
学
生
が
卒
業
生
の
職
場

取
材
な
ど
を
行
う
「
ハ
タ
ラ
ク
カ

タ
チ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
、

地
元
定
着
に
向
け
た
取
組
み
を
進

め
て
い
る
。
県
で
は
、
公
立
化
に

向
け
た
機
能
強
化
や
若
者
の
定
着

に
つ
い
て
、
地
元
市
町
担
当
者
や

在
学
生
、
学
長
や
理
事
長
な
ど
と

の
意
見
交
換
を
重
ね
て
い
る
。
今

後
は
地
元
市
町
の
長
と
意
見
交
換

の
場
を
設
定
す
る
な
ど
議
論
を
加

速
し
、
地
域
発
展
の
起
爆
剤
と
し

て
い
き
た
い
。

道
路
の
除
草
に
関
す
る
対
策
強
化

問	

道
路
の
除
草
に
関
す
る
対
策

を
さ
ら
に
強
化
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答	

県
で
は
、
春
と
秋
の
草
刈
り

や
状
況
に
応
じ
た
除
草
剤
散
布
の

ほ
か
、
地
元
自
治
会
な
ど
の
道
路

の
除
草
活
動
に
対
す
る
助
成
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
道
路
法
面

へ
の
防
草
シ
ー
ト
の
敷
設
や
植
栽

枡
を
雑
草
が
生
え
に
く
い
土
で
覆

う
等
の
対
策
に
加
え
、
除
草
効
果

を
持
続
さ
せ
る
た
め
の
除
草
時
期

な
ど
の
検
証
や
除
草
活
動
団
体
へ

の
自
走
式
草
刈
機
の
貸
与
な
ど
、

よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
除
草
や

維
持
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
法
定
化

と
農
業
の
経
営
継
承

問	

市
町
村
が
策
定
す
る
地
域
計

画
※
に
係
る
県
の
対
応
や
後
継
者

不
足
に
悩
む
農
業
者
の
経
営
継
承

に
対
す
る
県
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

答	

県
で
は
、
市
町
村
の
戸
惑
い

の
声
を
受
け
、
モ
デ
ル
地
域
に
お

け
る
地
域
計
画
の
策
定
支
援
や
地

域
の
「
話
し
合
い
の
進
め
方
マ
ニ
ュ	

ア
ル
」
の
作
成
、
研
修
会
の
開
催

な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。
農
業
の

経
営
継
承
に
つ
い
て
は
、
意
見
交

換
で
指
摘
さ
れ
た
課
題
を
踏
ま
え
、

研
修
会
を
令
和
４
年
度
中
に
開
催

す
る
と
と
も
に
、
継
承
の
具
体
的

な
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

※
地
域
計
画
…
従
来
の
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
を
法
定
化
し
た
も
の
。

地
域
で
の
話
し
合
い
に
よ
り
目
指

す
べ
き
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を

明
確
化
す
る
。

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
・
普

及問	

脱
炭
素
化
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
や
ま
が
た
２
０
５
０
」
の
実
現

に
向
け
て
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

設
置
・
普
及
を
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答	

県
で
は
、
国
に
水
素
の
製

造
・
貯
蔵
技
術
開
発
の
促
進
と
、

燃
料
電
池
自
動
車
及
び
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
の
た
め
の
支

援
の
強
化
を
求
め
る
と
と
も
に
、

事
業
者
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
な
ど
、
水
素
利
用
拡

大
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
い

く
。
ま
た
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
設
置
に
向

け
た
支
援
の

あ
り
方
に

つ
い
て
も
、

し
っ
か
り
と

検
討
し
た
い
。

「
日
本
一
子
育
て
す
る
な
ら
山
形

県
」
を
目
指
し
て

問	

「
出
産
支
援
給
付
金
」
を
増

額
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答	
県
で
は
、
出
産
に
要
す
る
経

済
的
負
担
を
軽
減
し
、
安
心
し
て

子
育
て
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

た
め
、
令
和
３
年
度
に
独
自
の

「
出
産
支
援
給
付
金
」
を
創
設
し

た
。

　
国
で
公
的
医
療
保
険
か
ら
支
給

さ
れ
る
「
出
産
育
児
一
時
金
」
の

引
上
げ
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

「
出
産
支
援
給
付
金
」
の
見
直
し

に
つ
い
て
も
必
要
に
応
じ
て
検
討

し
て
い
く
。

寒
河
江
市
・
西
村
山
地
域
の
医
療

提
供
体
制
の
強
化

問	

今
後
の
医
療
提
供
体
制
の
在

り
方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
検
討

を
進
め
る
の
か
。

答	

県
で
は
、
令
和
４
年
８
月
に

第
１
回
西
村
山
地
域
医
療
提
供
体

制
検
討
会
を
開
催
し
、
地
域
の
市

町
長
と
新
た
な
医
療
提
供
体
制
に

つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。
今
後
は
、

真
に
必
要
と
さ
れ
る
医
療
機
能
、

人
材
の
確
保
、
健
全
な
病
院
経
営

な
ど
多
角
的
な
視
点
で
、
将
来
に

わ
た
り
持
続
可
能
な
医
療
提
供
体

制
の
構
築
に
向
け
て
検
討
を
進
め

て
い
く
。

森
林
研
究
研
修
セ
ン
タ
ー
の
充
実

問	

「
や
ま
が
た
森モモ

林リリ

ノ
ミ
ク

ス
」
の
推
進
に
向
け
た
森
林
研
究

研
修
セ
ン
タ
ー
の
取
組
み
は
ど
う

か
。

答	

同
セ
ン
タ
ー
は
、
ス
ギ
の
品

種
開
発
な
ど
の
試
験
研
究
や
技
術

研
修
な
ど
の
普
及
指
導
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
新

た
な
技
術
に
対
応
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
ス
マ
ー
ト
林
業

の
導
入
や
新
た
な
技
術
を
実
践
し

地
域
の
林
業
経
営
を
け
ん
引
す
る

中
核
人
材

の
育
成
に

向
け
、
セ

ン
タ
ー
の

機
能
強
化

や
体
制
整

備
に
努
め

て
い
く
。

県
の
治
水
対
策

問	

県
の
治
水
対
策
の
現
状
と
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答	

「
最
上
川
中
流
・
上
流
緊
急

治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
基

づ
き
、
令
和
２
年
度
か
ら
10
年
間

で
県
内
35
河
川
の
整
備
を
集
中
的

に
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
流
下
能
力
を
維
持
す
る
た
め

「
河
川
流
下
能
力
向
上
・
持
続
化

対
策
計
画
」
を
令
和
４
年
３
月
に

策
定
し
、
取
組
み

を
進
め
て
い
る
。

併
せ
て
、
河
川
の

維
持
管
理
の
在
り

方
を
多
面
的
に
検

討
す
る
と
と
も
に
、

災
害
時
の
排
水
ポ

ン
プ
の
効
果
的
な

運
用
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

令
和
４
年
８
月
の
大
雨
に
よ
る
小

規
模
事
業
者
な
ど
へ
の
支
援

問	

大
雨
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
対

す
る
支
援
を
ど
う
行
う
の
か
。

答	

事
業
者
が
必
要
と
な
る
設
備

資
金
や
運
転
資
金
を
確
保
で
き
る

よ
う
、
商
工
業
振
興
資
金
に
よ
る

支
援
対
象
に
今
回
の
大
雨
に
よ
る

災
害
を
追
加
指
定
し
て
低
金
利
融

資
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
特
別

金
融
相
談
窓
口
を
設
置
し
被
災
事

業
者
の
相
談
に
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
た

災
害
支
援
寄
附
を
受
け
付
け
て
い

る
。
引
き
続
き
、
被
災
事
業
者
が

早
期
復
旧
・
事
業
継
続
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
く
。
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※意見書・決議の全
文は県議会のホー
ムページでご覧い
ただけます。

自由民主党
楳津　博士 議員

（寒河江市・西村山郡選挙区）

公明党
菊池　文昭 議員
（山形市選挙区）

県政クラブ
髙橋　淳 議員
（鶴岡市選挙区）

自由民主党
奥山　誠治 議員
（山形市選挙区）

自由民主党
舩山　現人 議員
（東置賜郡選挙区）

県政クラブ
松田　敏男 議員

（寒河江市・西村山郡選挙区）

採
択
し
た
請
願

●
山
形
県
の
各
機
関
に
お
け

る
行
政
書
士
法
の
遵
守
徹

底
と
窓
口
業
務
の
適
正
化

に
つ
い
て

●
私
学
教
育
へ
の
支
援
に
つ

い
て

●
私
学
助
成
の
充
実
強
化
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

●
２
０
２
３
年
度
県
予
算
に

お
け
る
、
私
学
助
成
関
係

予
算
の
拡
充
に
つ
い
て

可
決
し
た
意
見
書

●
令
和
４
年
８
月
３
日
か
ら

の
大
雨
に
よ
る
被
害
に
対

す
る
支
援
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書

●
私
学
助
成
の
充
実
強
化
を

求
め
る
意
見
書

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
観
光

需
要
の
本
格
的
な
回
復
に

向
け
た
支
援
を
求
め
る
意

見
書

●
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
対
策
の
一
層
の
推
進
を

求
め
る
意
見
書

可
決
し
た
決
議

●
北
朝
鮮
の
度
重
な
る
弾
道

ミ
サ
イ
ル
発
射
に
断
固
抗

議
す
る
決
議
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県議会は、年に４回（２月・６月・９月・12月）定例会を開催します。
「県議会やまがた」は、各定例会の概要などをお知らせします。

山 形 県 議 会
〒990-8570 山形市松波２-８-１　℡ 023-630-2846
https://www.pref.yamagata.jp/kensei/assembly/index.html

山形県議会 検 索

編集・発行

生徒・学生との意見交換会を開催

３特別委員会で意見聴取や意見交換会を実施

県議会では、生徒・学生の皆さんに県議会を身近に感じてもらい、主
権者としての政治参加意識の醸成を図ることを目的に、県議会議員との
意見交換会を開催しています。

県議会では、県政課題に対応するテーマに関する調査審議を行い、知事に政策提言するため、３つの特別委員会を設置しています。各特別委員会で
は、次のとおりそれぞれのテーマに応じた意見聴取や意見交換会を実施しました。

県立農林大学校

９月２日、山形大学人文社会科
学部の学生10名と県議会議員５
名が「コロナ禍後の観光業のあり
方」など３つのテーマで意見交換
を行いました。学生からは「イン
バウンド需要を喚起するためには、
緊急時でも円滑な入国手続きを可
能にする事前の対策が必要」など
の意見が出されました。

10月21日、農林大学校の学生
107名と県議会議員５名が「今後
の農業経営・林業の発展方策等」
をテーマに意見交換しました。学
生からは「農業の将来像」や「林
業分野の雇用創出に向けた取組
み」などに関し質問があり、議員
が応答しました。また、議員から
学生に対し、大学校での学びにつ
いて、熱いエールが送られました。

山形大学

県議会ギャラリーで全国高等学校総合
文化祭に本県から出展した作品を紹介
県議会ギャラリーでは、９月定例会の期間中、８月に開催された第

46回全国高等学校総合文化祭「とうきょう総文2022」（写真部門）
に出展した生徒の皆さんの作品を紹介しました。

生涯健康・子ども支援対策特別委員会まちづくり・交通インフラ対策特別委員会 デジタル化･脱炭素社会対策特別委員会

まちづくり・交通インフラ対策特別委員会
では、8月23日に「地域交通インフラ・ネッ
トワークの充実」をテーマに東北芸術工科大
学 吉田 朗 教授から意見聴取を実施しました。
車が主な移動手段となっている本県の特性を踏
まえ、地域公共交通の維持や発展の方策などに
ついてお聞きしました。

生涯健康・子ども支援対策特別委員会では、
８月23日に「子どもの貧困に対する支援につ
いて」をテーマに、山形県社会福祉協議会およ
び山形てのひら支援ネットとの意見交換会を開
催しました。本県の子どもの居場所づくりに関
して、現場の状況や関係者の方々のご意見など
をお聞きするとともに、意見交換を行いました。

デジタル化・脱炭素社会対策特別委員会では、
10月６日に「木質バイオマスの利活用に関す
る現状と課題について」をテーマに株式会社渡
会電気土木 環境事業本部 丹治 真彦 専務取締
役本部長から意見聴取を実施しました。バイオ
マス導入・普及に関する課題や需要喚起策、原
料の安定調達などについてお聞きしました。

９月28日と30日に、３特別委員会の調査審議事項に関して、各府省の担当者を講師とした研修会を開催しました。
28日は農林水産省大臣官房環境バイオマス政策課 清水 浩太郎 課長からオンラインで「脱炭素社会の実現に向けた農林水産省の取組」について、
30日は内閣府地方創生推進事務局 大瀧 洋 企画官から「地域コミュニティの維持に関する現状と施策」について、厚生労働省健康局健康課 山本 駿
介 課長補佐から「健康寿命の延伸や健康増進に関する厚生労働省の取組」について、お話をお伺いしました。

東北芸術工科大学　吉田　朗　教授 山形県社会福祉協議会と山形てのひら支援ネットの皆様 株式会社渡会電気土木　環境事業本部　丹治 真彦　専務取締役本部長

厚生労働省健康局健康課　山本 駿介　課長補佐 28日の研修会の様子内閣府地方創生推進事務局　大瀧 洋　企画官

山形県社会福祉協議会と山形てのひら支援ネットの皆様 株式会社渡会電気土木　環境事業本部　丹治	真彦　専務取締役本部長東北芸術工科大学　吉田　朗　教授

厚生労働省健康局健康課　山本	駿介　課長補佐 28日の研修会の様子内閣府地方創生推進事務局　大瀧	洋　企画官

政策提言の充実に向け、全議員を対象とした研修会を開催


